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ANAホールディングス株式会社 日本航空株式会社
SAF Flight Initiative: For the Next Generation
　航空会社の脱炭素には、SAFを安定的に（品質・
量・価格）調達できることが不可欠です。現時点では、
SAFは供給量・価格などの観点から課題も多く、これ
らの課題を乗り越え、SAFを活用できる環境づくり
を目指し、産業バリューチェーンにおけるCO2排出
量削減に向け、お客様と共同で取り組む「SAF Flight 
Initiative : For the Next Generation」を立ち上げ、
取り組みを進めています。
　SAF等の活用を通じて航空輸送におけるCO2排出

量削減に取り組
み、貨物輸送や
社員の出張等に
ご利用いただく
お客様のCO2
削減に貢献する
ことを目的とし
ています。

ANA Future Promise 
　ANAグループのESG経営推進において、エアライ
ングループとしての環境・社会に配慮した様々な取り
組みについて、お客様のご理解やご協力をいただきな
がら、一体感ある取り組みに発展させていくことが重
要と考えています。
　「CO2排出量の削減」、「プラスチック・紙等の資源
類の廃棄削減」、「食品の廃棄削減」等につながる様々
な取り組みについて、「ANA Future Promise」のス
ローガンのもと、お客様とのコミュニケーションを充
実させながら、取り組みを進めています。
　また、更に様々な施策に取り組むため、ANAのサ
ステナブルな企業活動を象徴する飛行機として2022
年秋より「ANA Future Promise 特別塗装機 Green 
Jet」を就航しました。
　Green Jetを中長期的に活用し、「サステナブルな
素材を使用した機内サービス品の提供」「アップサイク
ル商品の販路拡大」等を展開し、お客様からの評価を
いただきながらその他の
機材や路線に拡大してい
くことで、お客様ととも
にSDGsの達成に向けて取
り組んでいきます。

　JALグループは、この豊かな地球を次世代に引き
継ぐ責任を果たすために、気候変動への対応として
2020年６月に、2050年までにCO2排出量実質ゼロ
を目指すことを発表しています。
　2022年11月18日、
当社は国内初のカーボ
ンニュートラルフライ
トとして、2030年の
あるべき姿を目指しサ
ステナブルチャーターフライトを運航しました。
　JAL2030という便名のついたこのフライトは羽田
発那覇行き。東京から飛行機でなければ行けない行先
であること、そして2022年に本土復帰50年の節目を
迎えることから、現地への思いを馳せるべく目的地と
して選定しました。

　まず、気候変動への対応
（SDGs13番）としてカーボン
ニュートラルフライトとする
ため、最新鋭の省燃費機材で
あるエアバスA350を投入。
燃料はSAF（航空代替燃料）を

最大限使用し、またカーボンオフセットを行いました。
　運航中も様々な工夫でCO2排出量を削減し、地上
においても貨物の搭載を行う車輛にはEV車を投入、
また燃料もバイオディーゼルを使用しました。お客さ
まには手荷物の軽量化や、定時出発のために早めの搭
乗口集合のご協力をお願いし、機内食の事前キャンセ
ル、機内販売の事前予約、そして機内誌の電子化によ
り搭載物の軽量化に努め、さらなるCO2排出量削減
を行いました。
　機内では多様なバックグラウンドを持つ客室乗務員
がおもてなしをし、客室乗務員全体では女性が大多数
を占める中、このフライトでは女性と同数の男性が乗
務、また海外基地の乗務員も搭乗しました。さらに聴
覚に障がいのあるJALグループ社員が手話通訳を行い
ました。（SDGs5番）
　機内食は未来の食材を使ったものを提供。お飲み物
については障がい者支援施設を母体としたワイナリー
のワインや、運航乗務員が収穫をお手伝いしたりんご
を加工したジュースを搭載しました。そして飲み物に
使用した紙コップはリサイクルを行うため、お客さま
には分別回収のご協力をお願いしました。この分別回
収の精度を上げるため、紙コップの蓋をプラスチック
製から紙製に変更し、同時にプラスチック使用量の削
減も実現しました。（SDGs12番）
　こうして、お客さまと、上記の様々な施策に関係し
た企業さまのご理解とご協力のもと、サステナブル
チャーターフライトは無事運航を終えました。これを
単発で終わらせることなく、2030年を見据えたJAL
グループの企業価値向上に向けて、取り組みを進化し
て行きます。

詳細はこちら：
https://www.ana.co.jp/ja/jp/brand/ana-future-promise/saf-
flight-initiative/
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調査協力・執筆（５つのゴール）
大崎 　麻子　　特定非営利活動法人Gender Action Platform 理事（ゴール５）
菅原 　絵美　　大阪経済法科大学 国際学部 教授（ゴール８）
加藤 　瑞紀　　IGES 持続可能な消費と生産領域 研究員（ゴール12）
楜澤 　理奈　　IGES 持続可能な消費と生産領域 フェロー（ゴール12）
粟生木 千佳　　IGES 持続可能な消費と生産領域 副ディレクター /主任研究員（ゴール12）
髙橋 健太郎　　IGES 気候変動とエネルギー領域 プログラムマネージャー（CE 副ディレクター）（ゴール13）
津久井 あきび　IGES 気候変動とエネルギー領域 プログラムマネージャー（ゴール13）
藤野 　真也　　麗澤大学　国際学部　准教授（ゴール16）
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渡辺 　美紀　　コンチネンタル・オートモーティブ㈱　サステナビリティ日本統括責任者
本田 　　恵　　損害保険ジャパン㈱ 経営企画部　サステナビリティ推進グループ 課長代理

レポート企画・作成・執筆
内田 　晴子　　グローバル・コンパクト・ネットワーク・ジャパン（GCNJ）
大窪 　直子　　グローバル・コンパクト・ネットワーク・ジャパン（GCNJ）
小野田 真二　　IGES サステナビリティ統合センター リサーチマネージャー
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表紙デザインについて
2030年までに持続可能な開発目標（SDGs：Sustainable Develpment Goals）の達成を目指し、国連グローバル・コン
パクト（UNGC）が定める４分野（人権、労働、環境、腐敗防止）10原則、及びグローバル・コンパクト・ネットワーク・ジャ
パン（GCNJ）としても重点課題として位置付けている５つのSDGゴール（５. ジェンダー平等を実現しよう、８. はたら
きがいも　経済成長も、12. つくる責任　つかう責任、13. 気候変動に具体的な対策を、16. 平和と公正をすべての人に）
の取り組みが、連携と協働を通して、拡大・発展している様子を表現しています。
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